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８．「滋賀県国土利用計画」について（問39～42、報告書Ｐ143～152） 

 

【結果概要】 

 

① 担当課 

 総合政策部 県民活動生活課 土地対策係 

 

② 調査目的 

 土地は、現在および将来における県民のために限られた資源であり、さまざまな活動の基盤と

なるものである。こうした中、滋賀県ではこの限られた資源を有効に活用していくために土地利

用の基本構想を示した「滋賀県国土利用計画」を平成 22 年３月に策定した。 

 県は、県民の土地利用あるいは県土利用に関しての課題等についての意識を調査し、滋賀県国

土地用計画の改定等に活用する。 

 

③ 調査結果の分析・考察 

 ○「滋賀県国土利用計画」の認知度（問 39、p.143）では、「聞いたことがない」が 53.3％で最も

多くなった。「聞いたことがあり、内容も知っている」（0.7％）、「聞いたことがあり、少しくら

いなら内容も知っている」（5.6％）、「聞いたことはあるが、内容までは知らない」（36.0％）の

合計は 42.3％で、全体のおよそ４割の人が計画の存在は認知している状況である。 

 ○土地開発と土地利用の規制のあるべき姿（問 40、p.145）では、「開発と自然環境保全との調和

を図るため、規制を強化する区域と規制を緩和する区域を分ける」が 38.8％で最も多く、開発

と規制との適切なバランスが望ましいといった考え方がうかがえる。 

 ○土地利用をめぐる最近の課題（問 41、p.147）では、「高齢化の進展などによる耕作放棄地の増

加」が 56.2％で最も多く、次いで「人口減少化などによる空き地・空き家の増加」が 52.3％と

なった。高齢化・人口減少化といった人口問題に係る観点からの課題が上位にきている。 

 ○これからの土地利用の目指すべき方向として重視するもの（問 42、p.150）では、「開発と自然

環境保全の調和のとれた土地利用」が 34.3％で最も多く、次いで「自然環境・景観の保全・再

生」が 34.2％となった。自然環境保全に係る観点からの土地利用が上位にきている。 

 

④ 今後の施策への反映 

 今回の調査結果から、県民の土地利用に関する課題や県土利用の目指すべき方向性等について

の意識や要望をうかがうことができた。 

 今後、この結果については滋賀県国土利用計画の改定にあたって活用する。 
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【結果表・グラフ】 

 

（１）「滋賀県国土利用計画」の認知度 

 

問 39 あなたは、「滋賀県国土利用計画」を知っていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.7%

5.6%

53.3%

4.4%

36.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

聞いたことがあり、内容も知っている

聞いたことがあり、少しくらいなら内容も知っている

聞いたことはあるが、内容までは知らない

聞いたことがない

不明・無回答

(N=2,997)

34.2%

40.8%

46.4%

55.2%

42.7%

2.9%

4.5%
1.8%

1.7%

0.6%

0.8%

0.6%

0.6%

0.0%

4.5%

4.0%

5.2%

6.9%

3.6%

6.6%

5.8%

36.2%

35.9%

35.0%

34.0%

55.7%

48.9%

56.0%

53.8%

51.5%

4.6%

4.2%

6.5%

3.2%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大津地域(N=686)

湖南地域(N=636)

甲賀地域(N=334)

東近江地域(N=520)

湖東地域(N=348)

湖北地域(N=348)

湖西地域(N=110)

聞いたことがあり、内容も知っている

聞いたことがあり、少しくらいなら内容も知っている

聞いたことはあるが、内容までは知らない

聞いたことがない

不明・無回答
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【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.4%

1.0%

4.5%

6.8% 35.4%

36.6%

51.6%

54.8%

5.2%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(N=1,450)

女性(N=1,520)

聞いたことがあり、内容も知っている

聞いたことがあり、少しくらいなら内容も知っている

聞いたことはあるが、内容までは知らない

聞いたことがない

不明・無回答
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（２）土地開発と土地利用の規制のあるべき姿 

 

問 40 土地開発（例：宅地や工場用地の造成など）と土地利用の規制（例：農地の宅地等への

転用許可、林地開発許可など)のあり方についてどのように考えていますか。あてはまるも

のを選んでください。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.8%

8.4%

14.2%

38.8%

24.6%

1.1%

4.5%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

開発を進め、規制は不要である

開発を優先して、規制は最小限にとどめる

開発と規制との調整は現状のままでよい

開発よりも、自然環境保全を優先するため、
規制を強化する

開発と自然環境保全との調和を図るため、規制を
強化する区域と規制を緩和する区域を分ける

わからない

その他

不明・無回答

(N=2,997)

3.6% 13.6%

7.5%

8.2%

12.6%

16.2%

10.8%

16.1%

9.8%

10.9%

42.9%

40.6%

34.1%

38.1%

34.5%

41.4%

25.5%

21.6%

23.6%

28.7%

25.4%

28.7%

20.7%

31.8%

2.3%

2.9%

1.9%

1.2%

1.9%

0.9%

9.8%

10.3%

10.4%

7.8%

7.9%

5.0%

3.4%

6.9%

7.8%

6.9%

6.4%
19.2%

2.9%

0.8%

1.6%

0.9%

0.0%

0.6%

0.9%

5.5%

5.7%

4.0%

5.8%

3.6%

5.0%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

大津地域(N=686)

湖南地域(N=636)

甲賀地域(N=334)

東近江地域(N=520)

湖東地域(N=348)

湖北地域(N=348)

湖西地域(N=110)

開発を進め、規制は不要である

開発を優先して、規制は最小限にとどめる

開発と規制との調整は現状のままでよい

開発よりも、自然環境保全を優先するため、規制を強化する

開発と自然環境保全との調和を図るため、規制を強化する区域と規制を緩和する区域を分ける

わからない

その他

不明・無回答
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【性別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6%

1.1% 5.7%

11.2% 9.0%

4.4%

16.0%

12.4%

40.0%

37.6% 33.2%

15.7%

1.2%

1.0%

4.5%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性(N=1,450)

女性(N=1,520)

開発を進め、規制は不要である

開発を優先して、規制は最小限にとどめる

開発と規制との調整は現状のままでよい

開発よりも、自然環境保全を優先するため、規制を強化する

開発と自然環境保全との調和を図るため、規制を強化する区域と規制を緩和する区域を分ける

わからない

その他

不明・無回答
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（３）土地利用をめぐる最近の課題 

 

問 41 土地利用をめぐる最近の課題としてどのようなものがあると考えていますか。（○は３

つまで） 

 

［３つ以内で複数回答］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

56.2%

35.4%

14.6%

6.5%

14.8%

28.9%

1.2%

5.3%

4.7%

52.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高齢化の進展などによる耕作放棄地の増加

手入れが行われない森林の増加

人口減少化などによる空き地・空き家の増加

中心市街地の空洞化

郊外への市街地の拡大

宅地化等による農地の減少

開発による身近な自然環境の喪失

その他

特にない

不明・無回答

(N=2,997)
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【地域別】 

［３つ以内で複数回答］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大津地域(N=686)

48.1%

32.9%

46.9%

20.4%

7.3%

19.5%

37.9%

0.9%

5.0%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢化の進展などによる
耕作放棄地の増加

手入れが行われない森林
の増加

人口減少化などによる
空き地・空き家の増加

中心市街地の空洞化

郊外への市街地の拡大

宅地化等による農地の減少

開発による身近な自然環境
の喪失

その他

特にない

不明・無回答

湖南地域(N=636)

53.8%

34.6%

41.2%

15.1%

7.9%

18.9%

31.1%

1.9%

4.7%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

甲賀地域(N=334)

56.3%

40.7%

50.3%

7.8%

3.0%

11.4%

33.5%

0.6%

8.4%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東近江地域(N=520)

62.7%

36.2%

62.3%

10.0%

6.5%

11.2%

23.1%

0.8%

3.8%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢化の進展などによる
耕作放棄地の増加

手入れが行われない森林
の増加

人口減少化などによる
空き地・空き家の増加

中心市街地の空洞化

郊外への市街地の拡大

宅地化等による農地の減少

開発による身近な自然環境
の喪失

その他

特にない

不明・無回答

湖東地域(N=348)

52.9%

27.0%

56.9%

19.0%

8.0%

12.1%

20.1%

2.9%

6.3%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

湖北地域(N=348)

66.1%

40.2%

61.5%

10.9%

4.6%

14.4%

24.7%

0.0%

5.2%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

湖西地域(N=110)

69.1%

46.4%

66.4%

16.4%

6.4%

1.8%

15.5%

0.0%

5.5%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢化の進展などによる
耕作放棄地の増加

手入れが行われない森林
の増加

人口減少化などによる
空き地・空き家の増加

中心市街地の空洞化

郊外への市街地の拡大

宅地化等による農地の減少

開発による身近な自然環境
の喪失

その他

特にない

不明・無回答
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【性別】 

［３つ以内で複数回答］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性(N=1,450)

60.1%

38.8%

53.9%

16.9%

6.6%

13.2%

27.7%

1.1%

3.9%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢化の進展などによる
耕作放棄地の増加

手入れが行われない森林
の増加

人口減少化などによる
空き地・空き家の増加

中心市街地の空洞化

郊外への市街地の拡大

宅地化等による農地の減少

開発による身近な自然環境
の喪失

その他

特にない

不明・無回答

女性(N=1,520)

52.6%

32.1%

51.1%

12.4%

6.4%

16.5%

29.9%

1.2%

6.5%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（４）これからの土地利用の目指すべき方向として重視するもの 

 

問 42 これからの土地利用の目指すべき方向として、重視するものは次のどれですか。（○は

３つまで） 

 

［３つ以内で複数回答］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.1%

32.6%

26.7%

34.2%

8.8%

19.4%

34.3%

11.0%

11.0%

17.2%

1.7%

4.6%

5.7%

18.1%

0% 10% 20% 30% 40%

都市のコンパクト化に向けた居住、都市機能の
都市の中心部や生活拠点等への誘導

食料の安定供給に不可欠な農用地の確保と管理

県土の保全、水源のかん養等に重要な役割を果たす
森林の整備・保全

健全な水循環の維持・回復

自然環境・景観の保全・再生

野生生物の生息・生息地の確保による
生物多様性の確保

再生可能エネルギー導入のための工場跡地など
遊休土地の活用

開発と自然環境保全の調和のとれた土地利用

災害リスクの高い地域の土地利用を制限

災害リスクの高い地域から安全な地域へ居住を誘導

道路等の多重性、代替性確保等による災害に強い
県土の構築

その他

特にない

不明・無回答

(N=2,997)
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【地域別】 

［３つ以内で複数回答］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大津地域(N=686)

13.1%

33.8%

21.9%

28.3%

41.4%

9.9%

16.6%

34.7%

13.4%

12.5%

19.2%

0.9%

3.5%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都市のコンパクト化に向けた居住、都市機能
の都市の中心部や生活拠点等への誘導

食料の安定供給に不可欠な
農用地の確保と管理

県土の保全、水源のかん養等に重要な役割
を果たす森林の整備・保全

健全な水循環の維持・回復

自然環境・景観の保全・再生

野生生物の生息・生息地の確保
による生物多様性の確保

再生可能エネルギー導入のための
工場跡地など遊休土地の活用

開発と自然環境保全の
調和のとれた土地利用

災害リスクの高い地域の
土地利用を制限

災害リスクの高い地域から
安全な地域へ居住を誘導

道路等の多重性、代替性確保等
による災害に強い県土の構築

その他

特にない

不明・無回答

湖南地域(N=636)

14.2%

34.3%

15.7%

29.6%

29.9%

8.8%

19.2%

34.6%

11.9%

11.3%

14.2%

2.2%

4.4%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

甲賀地域(N=334)

11.4%

31.1%

20.4%

23.4%

40.1%

9.0%

13.2%

41.9%

13.2%

6.6%

17.4%

3.0%

4.8%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東近江地域(N=520)

10.8%

36.2%

17.3%

26.9%

29.6%

6.5%

25.8%

32.3%

10.4%

9.2%

16.5%

0.4%

4.6%

6.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都市のコンパクト化に向けた居住、都市機能
の都市の中心部や生活拠点等への誘導

食料の安定供給に不可欠な
農用地の確保と管理

県土の保全、水源のかん養等に重要な役割
を果たす森林の整備・保全

健全な水循環の維持・回復

自然環境・景観の保全・再生

野生生物の生息・生息地の確保
による生物多様性の確保

再生可能エネルギー導入のための
工場跡地など遊休土地の活用

開発と自然環境保全の
調和のとれた土地利用

災害リスクの高い地域の
土地利用を制限

災害リスクの高い地域から
安全な地域へ居住を誘導

道路等の多重性、代替性確保等
による災害に強い県土の構築

その他

特にない

不明・無回答

湖東地域(N=348)

19.0%

29.3%

12.6%

25.3%

31.0%

7.5%

19.5%

33.3%

6.3%

9.2%

17.8%

2.9%

6.9%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

湖北地域(N=348)

12.6%

27.6%

19.0%

23.6%

33.3%

10.9%

22.4%

32.2%

8.0%

14.9%

15.5%

2.3%

3.4%

6.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

湖西地域(N=110)

8.2%

27.3%

19.1%

22.7%

30.0%

8.2%

20.0%

26.4%

11.8%

12.7%

30.9%

0.0%

7.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都市のコンパクト化に向けた居住、都市機能
の都市の中心部や生活拠点等への誘導

食料の安定供給に不可欠な
農用地の確保と管理

県土の保全、水源のかん養等に重要な役割
を果たす森林の整備・保全

健全な水循環の維持・回復

自然環境・景観の保全・再生

野生生物の生息・生息地の確保
による生物多様性の確保

再生可能エネルギー導入のための
工場跡地など遊休土地の活用

開発と自然環境保全の
調和のとれた土地利用

災害リスクの高い地域の
土地利用を制限

災害リスクの高い地域から
安全な地域へ居住を誘導

道路等の多重性、代替性確保等
による災害に強い県土の構築

その他

特にない
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【性別】 

［３つ以内で複数回答］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性(N=1,450)

16.7%

31.2%

20.4%

26.1%

34.3%

8.6%

21.4%

34.3%

11.1%

9.9%

20.1%

1.8%

2.8%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都市のコンパクト化に向けた居住、都市機能
の都市の中心部や生活拠点等への誘導

食料の安定供給に不可欠な
農用地の確保と管理

県土の保全、水源のかん養等に重要な役割
を果たす森林の整備・保全

健全な水循環の維持・回復

自然環境・景観の保全・再生

野生生物の生息・生息地の確保
による生物多様性の確保

再生可能エネルギー導入のための
工場跡地など遊休土地の活用

開発と自然環境保全の
調和のとれた土地利用

災害リスクの高い地域の
土地利用を制限

災害リスクの高い地域から
安全な地域へ居住を誘導

道路等の多重性、代替性確保等
による災害に強い県土の構築

その他

特にない

不明・無回答

女性(N=1,520)

9.8%

33.9%

15.7%

27.4%

34.1%

9.0%

17.7%

34.4%

10.8%

11.8%

14.5%

1.6%

6.3%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%




